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記入例　給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書

記入例１　特別徴収継続：未徴収税額を転勤先で引き続き給与から差し引く
　（豊橋（株）で 11 月分まで納めて、12 月分から愛知（株）で納める場合）

記入例２　一括徴収：未徴収税額すべてを、一度に給与から差し引く
　（退職により 12 月分ですべて納める場合）

記入例４　給与支払報告提出から４月１日までの異動
（令和５年度分は他市で特別徴収していた従業員が、令和６年１月１日は豊橋市在
住となったため、令和６年度の給与支払報告書（特別徴収）を豊橋市へ提出した。
しかし、令和６年３月 31 日に退職した場合）

記入例３　普通徴収：未徴収税額を本人が納める
　（退職により 11 月分まで納めた場合）
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